
別紙１

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３　対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

・１枚の田が小さく、基本的に集約が難しい地区である。
・中心経営体は、引き続き、できる範囲で耕作をする。
・新たに集約を希望される方が出てきたら、スムーズに移行できるよう対応する。

5 中心経営体

４経営体
　①現状の経営面積合計　2.261ha
　②今後（5年後）の農地の引受けの意向　最大1.461ha

山口市

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

（備考）

０．８　ha

・条件が悪く、作り手がいない（特に、二ツ堂あたり）
・上天花東側は作り手がおらず、耕作できていない
・鳥獣被害（イノシシ等）が深刻であり、シカの目撃もある

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

０　ha

　０　ha

市町村名

実質化された人・農地プラン

７．６　ha

７．０　ha

１．８　ha

対象地区名（地区内集落名）

天花地区（天花畑、天花）

平成31年３月

当初作成年月

平成27年２月 令和２年12月

直近の更新年月 今回の更新年月

③地区内における75才以上の農業者の耕作面積の合計

・中心経営体が、引き続き耕作するにあたって、有益な情報があれば提供する。
・新たに集約を希望される方が出てきたら、スムーズに移行できるよう対応する。

4　３の方針を実現するために必要な取組みに関する方針


